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（しだ・ゆういちろう）1967（昭和42）年新宿区生まれ。現在6期目。三栄町保育園、
四谷四小、四谷一中、東京学園高校卒。 予算特別委員⾧、決算特別委員⾧などを歴任。
現在、総務区民委員会、文化観光産業特別委員会に所属。

（広報新宿 2・25号より抜粋）

令和４年度 予算案に対する会派の意見令和４年度 予算案に対する会派の意見

 区は、今年度予算編成の基本方針を「新型コロナウイルス感染
症が及ぼす社会情勢の動向に柔軟に対応し、感染症収束後も視野
に入れ、安全で安心な区民生活を支えるとともに第二次実行計画
の着実な推進を目指す予算」と位置づけました。
 新型コロナウイルス感染の収束への見通しが立たぬ状況が続き
区民には⾧期に渡って不自由で制約のある生活が強いられていま
す。また、税収が増えたことだけで社会情勢を捉えることなく、
困窮者が増えたこと、すなわち格差が拡大していること自体を問
題とし、課題解決を図る予算が求められています。
 感染症拡大の影響などにより、本区の歳出総額は大幅に増える
中、歳入は社会経済情勢の影響を大きく受け、供給面での制約や
原材料価格の動向による下振れリスクなど景気への影響と併せて
財政運営は極めて先行き不透明であります。加えて、ふるさと納
税や法人住民税の一部国税化による国の不合理な税制改正などが
区財政に大きな影響を及ぼすこともあり、引き続き厳しい財政運
営が求められるとの判断については、私どもと認識を同じとする
ところであります。

 そのような中、私どもは、「現在のコロナ禍において、限ら
れた財源を区民に寄り添い、その想いを的確に捉え、施策を展
開しているのか、高齢者や障害者の方々などへの配慮ある施策
が展開されているのか、また受益者負担や世代間の公平性にお
いて、バランスがとれた施策が行われているのか」という視点
で質疑をさせていただきました。
 具体的には、コロナ禍での中小企業や商店への支援、高齢者
への３回目接種やこどもへのワクチン接種、高齢者のフレイル
予防、保育行政における感染症対策、公立学校の教室不足や教
員の働き方、国や東京都による税制改正や都区財政調整制度に
おける現行制度の早急な見直しについてなど、質問とともに意
見や提案もさせていただきました。
 
         これらのことを今後の区政運営に活かして
         いただくよう強く要望し、すべての予算案
         に賛成致しました。
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不合理な税制改正等に対する特別区の主張

区政相談受付中!
TEL・FAX 03-3355-0546
yuichiro.shida@gmail.com 志田雄一郎

ご意見・ご要望は…

新宿区議会議員

 ふるさ と納税制度は平成２0年度から導入 され、自治体間の過剰な返礼 品競争による返 礼目的の寄附の増
加などに より、新宿区 の特別区民税の減収 額は激増し、令和2年度は約23億円、累計額は約８3億円とな っ
ています 。
 地方交 付税制度では、ふ るさと納税により減収があっ た交付団体には 、補填される仕組みとなって いま
すが、不交付団体である特別区 は全く補填され ません。特別区⾧会はふるさと納税制度の見直しにつ いて 
11月25日に総務 大臣あてに要 望書を提出しま した。区は今後とも、特別区⾧会を通じ てふるさと納 税制度
の抜本的な見直しを求めていきます。

◇◆ふるさと納税の新宿区への影響◆◇

（特別区⾧会HP資料より抜粋）

 不合理な税制改 正等に対して は、今定例会の代表 質問や予算特 別委員会でも会派として是正に 向けて積
極的に取 り組んでいく よう区に意見を申し上 げました。
 各区、 医療や介護、 子育て、防災、減災、雇用、 喫緊の財政需要 への対応をはじめ、⾧期化する 感染症
の防止対 策にも迫られ 、区民の生命、 生活、区内事 業所等を守るた めに課題が山積 みです。
 国や東 京都は「23区は、お金があって 余裕があるだ ろう」と、非常に大きな誤解を しています。
 国や東 京都に対して 、特別区一丸と なり、強い姿勢 で踏み込んだ 対応を行っていた だき、真の地 方分権
社会の実現に力を尽くしていただきたいと思います。

◇◆会派としての意見◆◇


